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概    要  
FILIP は当教室でアクチン結合蛋白質 Filamin A と結合し、細胞内のアクチン線維の動態を制御する
ことを報告してきた分子である。FILIP には 2 つの相同分子が存在し、FILIP の機能を補完している可

























ている(Sheen et al. Hum Mol Genet, 11, 2845, 
2002)。私たちは、Filamin A の発現量が低下して
いる成体の脳内に、FILIP が存在することを見い
だした。以上より、我々は FILIP と FILIP 相同分
子に Filamin A 以外の共通の結合分子が存在し
FILIP および FILIP 相同分子の機能に大きく関わ
っている可能性を考え、候補分子を検索した。そ








ドするための ATP を分解する ATPase 活性を有す
る ミ オ シ ン ヘ ッ ド ド メ イ ン を 有 し て い る 
(Vincente-Manzanares et al. Nat Rev Mol Cell 
Biol, 10, 778, 2009)。さらに、この結合するミオシ
ンは、中枢神経系での発現が高いことが知られて
いる。我々はこのミオシンとの結合を介して、















FILIP の断片を発現するベクターを COS-7 細胞に
導入し、内在性のミオシンが免疫沈降法で共沈す
るか検討した。FILIP ではドメインとして
coiled-coil domain を中心とした SMC ドメインを
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「特記事項」 
本研究に関しまして、本教室の佐藤真教授、また、
他の教室の皆様の様々なご指導、御協力をいただ
きました。この場をお借りいたしまして、お礼申
し上げます。 
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